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ストレージクラスを含まないInfinite Volumeを備え
たSVMをセットアップおよび監視する

Infinite Volumeを備えたStorage Virtual Machine（SVM）のセットアップと監視に
は、OnCommand Workflow Automation （WFA）とUnified Managerを使用する必要があ
ります。WFAを使用してInfinite Volumeを備えたSVMを作成し、Unified Managerを使用
してInfinite Volumeを監視する必要があります。必要に応じて、Infinite Volumeに対して
データ保護を設定できます。

作業を開始する前に

次の要件を満たしている必要があります。

• WFAがインストールされ、データソースが設定されている必要があります。

• OnCommand 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

• WFAで適切な定義済みワークフローをカスタマイズして、必要な数のアグリゲートを作成しておく必要が
あります。

• WFAでUnified Managerサーバをデータソースとして設定し、データが正常にキャッシュされることを確
認しておく必要があります。

このタスクについて

• Unified Managerで監視できるのはデータSVMだけです。

• このタスクを実行するときは、OnCommand Workflow Automation （WFA）とOnCommand Unified

Managerの2つのアプリケーションを切り替える必要があります。

• 以下は大まかな手順です。

WFAタスクの実行の詳細については、OnCommand Workflow Automation のマニュアルを参照してくださ
い。

手順

1.

 Infinite Volumeを備えたSVMを作成し、適切なワークフローを使用してInfinite Volumeを
作成します。

Infinite Volumeを作成するときに、重複排除や圧縮などのStorage Efficiencyテクノロジを有効にすること
ができます。

2.

 Infinite Volumeを備えたSVMが含まれるクラスタをUnified Managerデータベースに追加
します。

クラスタを追加するには、クラスタのIPアドレスまたはFQDNを指定します。
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3.

 組織の要件に基づいて、SVM上のInfinite Volumeのしきい値を変更します。

Infinite Volumeのデフォルトのしきい値設定を使用する必要があります。

4.

 Infinite Volumeに関連する可用性と容量の問題に対応するための通知アラートとトラッ
プを設定します。

5.

 Infinite Volumeを備えたディザスタリカバリ（DR）用のSVMを作成し、次の手順でデー
タ保護（DP）を設定します。

a. 適切なワークフローを使用してDP用のInfinite Volumeを作成します。

b. 適切なワークフローを使用して、ソースとデスティネーションの間にDPミラー関係を設定します。

Infinite Volumeのしきい値設定を編集する

Infinite Volumeのストレージスペースの問題に対処する必要があるときは、Infinite

Volumeの容量のしきい値設定を組織の要件に基づいて編集することができます。しきい
値を超えるとイベントが生成され、該当するイベントに対するアラートを設定している
場合は通知も送信されます。

作業を開始する前に

OnCommand 管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、* Health > SVM*をクリックします。

2. * Health/Storage Virtual Machines *インベントリページで、Infinite Volumeを備えたSVMを選択します。

3. 健常性/ Storage Virtual Machine *の詳細ページで、 Actions > Edit Thresholds *をクリックします。

4. Edit SVM with Infinite Volume Thresholds *ダイアログボックスで、必要に応じてしきい値を変更します。

5. [ 保存して閉じる ] をクリックします。
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